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め、in vitro クロマチン再構成系およびそれを鋳型に用いた試験管内転写システムを構築した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 2,100,000 0 2,100,000 
2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 
年度  
年度  
  年度  


































る転写活性化に関与し、ヒストン H3 の R2、




H3 の K4、K9、K27、K36、K79 およびヒスト























PRC-1 および PRC-2 の２つの複合体として
存在することが知られ、PRC-2 複合体の 
EZH2 サブユニットによって H3K27 がメチ






























４つのサブユニット（EZH2, SUZ12, EED, 
RbAp48）を用いて組換え体を再構成した。















と NAP-1 を混合した後、ACF、TopoI、鋳型 
DNA などを加えて 30oCで 2 時間インキュベ
ー ト し 、 形 成 さ れ た ク ロ マ チ ン を 
supercoiling assay や  micrococcal 
nuclease assay で解析した。ヒストン変





を共感染させ、PRC2 の 4 つのサブユニット













（２）組換えヒストンは H2A と H2B、およ






































































図 1  ヒストンの再構成  (Micrococcal 
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